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スチールフレームの特長 
　　　　 

■ミスミのスチールフレームは、スチール板（SPHC）を使用する組立式構造材です。 

になりました。 
また、軽量で組立式なため、多種多様なフレーム製作が可能になりました。 
表面処理はユニクロメッキを施してあり、塗装が自由にできます。 

これまでのアングル型フレームとは違い、スチール板の先端を曲げることによって剛性が高まり重荷重に耐えられるよう 

■組立例 

■スチールフレーム断面図 

■材料の機械的性質 
SPHCの機械的性質 
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■フレームの許容荷重 

■ユニットでの許容荷重 
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例で用いた値 

長さ　　　500mm
フレーム　TFLF 500
荷重　　　800N
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荷重 

フレーム左右にコーナーブロック、 
アームを取付けた寸法 

縦弾性係数（ヤング率） 
210kN/mm2

断面2次モーメント 
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選択例を両端支持ばりで計算すると 
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48×210,000×3.19×104
800×5003

■たわみの計算例 

● 製品を両端支持にして、中央集中荷重としております。 

● 許容荷重は、フレーム長さの1/1000をタワミ量とした 
もので、この範囲内でご使用ください。 

● スチールフレームにコーナーブロック・アームを
組付け、1000mm × 1000mm平面でフレーム中央
に荷重をかけたケース。 

● 各上面スチールフレーム中央に均等に荷重がかか
るとし、各スチールフレームのタワミ量が中央で
1mmの時を算出。 

スチールフレーム 
断面二次 

モーメント 

×104（mm4） （N） （kgf） （N） 

許容荷重 許容荷重 

許容荷重 

TFLF 500 TFLF 1000

（kgf） 

3.19 1286 131.1 321 32.7

N

1284TFLU - A - W1000 - D1000 - H1000
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六方接続のブロックとアーム（組立後） 

コーナーブロックを使用した分枝 

五方向への接続 

六方向への接続 

五方向への接続 

中間ブロックによる分枝 
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スチールフレーム 
－概要－ 


